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Ⅱ 審査基準 

１ 趣旨 

この審査基準は、原城跡世界遺産センター備品等購入契約の締結にあたり実施す

るプロポーザル（以下「本プロポーザル」という。）の参加者（以下「参加者」と

いう。）の提案の内容を客観的かつ公正に評価し、提案内容及び業務等の遂行能力

が最も優れた者（以下「最優秀提案者」という。）を選定するための方法及び審査

基準を定める。 

２ 審査委員会 

本プロポーザルに係る提案の内容の評価及び最優秀提案者の選定は、本プロポー

ザルの実施要領に基づき設置する原城跡世界遺産センター備品等購入業務審査委

員会（以下「審査委員会」という。）において行う。 

３ 審査 

(１) 審査委員会の委員（以下「審査委員」という。）は、「４ 審査基準」に基づ

き、参加者から提出された提案の内容について評価項目ごとに評点をつける。 

(２) 審査委員各人の持ち点は均一で、各参加者に対する委員一人当たりの審査点

数は１００点満点とし、審査終了後、各審査委員の評点の合計を集計し、その合

計点の高い方から順に順位を決定する。 

(３) 審査委員会は、全ての審査委員の評点の合計得点が最も高い者を、最優秀提

案者として選定する。ただし、最も高い評点を獲得した場合であっても、全審査

委員の評点の平均点が７０点に満たない場合は、要求水準を満たしていないと見

なし、最優秀提案者を選定しない。 

(４) 最も高い評点を獲得したものが２者以上いる場合、審査委員会は、協議の上、

相対評価により最も優れた提案を行った１者を最優秀提案者に選定する。 

(５) 審査結果は、採否に関わらず、速やかに文書で通知する。 

(６) 審査の過程において疑問点や確認事項が発生した場合は、各々の参加者に確

認を行う。 

(７) 審査委員会は、非公開とし、審査内容及び審査結果についての異議は、一切

受け付けない。また、選定の経緯は公表しない。 

４ 審査基準 

(１) 評価の区分は、次の表の評価欄に記載するＡからＥまでとし、評価の区分ご

との評点は、評点欄に記載のとおりとする。 
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評 価 評 点 

Ａ 大変優れている 項目の配点×１.０ 

Ｂ 優れている 項目の配点×０.８ 

Ｃ 普通 項目の配点×０.６ 

Ｄ やや劣っている 項目の配点×０.４ 

Ｅ 劣っている 項目の配点×０.２ 

(２) 評価の項目、視点及び主な指標並びにその配点は、次の表のとおりとする。

なお、提案漏れの項目の配点は、０点とする。 

項目 評価の視点 主 な 指 標 配 点 

履
行
能
力 

業務の実施
体制・類似
契約実績 

業務の履行に必要な知識・経験を有する人員が、適切
に配置されているか。 

１０ 
本契約を確実に遂行できる業務実績を有しているか。

なお、実績数は評価に影響しない。 

企

画

提

案

の

内

容 

提案内容の
的確性・事
業への理解
及び知識 

仕様書に定める要件を満たしているか。 

１０ 

事業内容に関して理解及び知識が十分になるか。 

内装空間と
の調和 

建物全体の内装空間と調和し、魅力的な空間デザイン
性の提案がされているか。 

１５ 

利用用途、居室ごとの内装空間と調和した具体的な提
案であるか。 

１５ 
エントランス、物産販売施設など、来客者が利用する

空間は、デザイン性に富んだ具体的な提案であるか。 

物産販売施設の什器は、多様な利用者が使いやすく、
安全性を考慮した提案となっているか。 

１５ 

機能性とメンテナンスの容易性に配慮した提案がさ
れているか。 

１０ 

導入スケジ
ュール 

スケジュールは、具体的で無理のない導入計画が示さ
れているか。 

５ 

提
案
金
額 

提案金額及
びランニン
グコスト 

導入備品等の提案金額は、適切か。（提案上限額を超
える提案金額を提案した場合は、失格とする。） 

２０ 

 １００ 

 


